恵み
神の恵みの好意
教会において最も悲しい状況の一つは、クリスチャンが自分の救いについて不安になることです。罪人や未信者が地獄へ行くことを心配し始めるのは、ある意味では当然です。しかし、信者、つまりクリスチャンが、実際に救いについて不安になるのは別の問題です。
かつて、ある会衆で調査を行ったことがあります。私は彼らに、0から10までの尺度で、0は「自分が完全に失われていると感じる」、10は「自分はとても救われていると感じる、自分が救われていることを確信している、イエスが来られるのが待ちきれない」という意味として、自分の救いについて個人的にどのように感じているかを記してもらいました。私はカードを集め、それらに目を通しました。
これは大人数のクラスでした。そして、平均点が何点だったかご存じですか。彼らは全員クリスチャンでした。一人残らずです。そのほとんどが、10年、20年、さらには30年もクリスチャンとして歩んできた人たちでした。新しいクリスチャンではありません。
平均点は5点でした。5点。「よく分かりません......たぶん。天国に行くと思います。救われているような気がします。」
サタンの最も強力な武器の一つは、神の子どもたちに、自分たちが本当に救いに至るのかどうかを疑わせることです。自分の救いについて不安を抱いているクリスチャンは、通常、自分の人生において恵みが何を意味するのか、聖書において恵みが何を意味するのかを、しっかり理解していないことが分かりました。
だからこそ、私たちはこの講堂で行っている日曜日の朝の聖書クラスで、恵みというテーマを学んでいます。今日のレッスンでは、この非常に重要な聖書の教えについて、会衆全体が理解できるように、この主題の概要をお話ししたいと思います。私のクラスに参加している方の中には、すでに話し合った内容を聞くことになる方もいるでしょう。どうかご容赦ください――私たちは、教会全体が恵みという主題について最新の理解を持てるようにしたいのです。
恵みではないもの
1. 恵みは分断線ではない
恵みとは、救われている状態と失われている状態を分ける境界線、つまり真ん中をまっすぐ通る一本の線だと考える人もいます。私がその線のこちら側にいれば、恵みの下にいます。反対側にいれば、恵みの外にいます。
人々は、第一ヨハネ1:6-9を説明するために、しばしばこのイメージを用います。見てみましょう。
⁶ 神と交わりがあると言いながら、暗闇の中で生活しているなら、私たちはうそをついているのです。 ⁷ しかし、神の光の中におられるキリストにならって、私たちも光の中で生活すれば、互いにすばらしい交わりを持ち、神の子イエスの血が私たちをすべての罪からきよめるのです。
- ヨハネの手紙Ⅰ 1:6-7
そして：
⁸ もし自分には罪がないと言うなら、それは、自分のほんとうの姿から目をそらしているのであって、真理を受け入れようとしない証拠です。 ⁹ しかし、もし自らの罪を神に告白するなら、神は真実な方ですから、その罪を赦し、すべての悪から私たちをきよめてくださいます。
- ヨハネの手紙Ⅰ 1:8-9
「光の中を歩む」とは、線の恵みの側にいることだと考える人もいます。そして罪を犯すと、間違った側へ踏み越えます。それから告白して、また戻ります。行ったり来たりです。
この考えの問題は、それが生み出す恐れです。もし「間違った側」にいる間に死んだらどうなるのでしょうか。もし、交通中に割り込んできた人をちょうど呪っている最中だったらどうなるのでしょうか。もし、死が訪れたとき、まだ自分の人生にある何らかの罪を「処理」していなかったらどうなるのでしょうか。
自分がどれほど弱く、どれほど容易に罪を犯すかを見ると、ほんの一瞬であっても、間違った側へ滑り落ち、そこで死んでしまうことさえ容易に想像できます。ですから、私たちは心配します。恐れの中で生きています。
兄弟姉妹の皆さん、イエスは私たちが思い煩うために来られたのではありません。
ヨハネは、線を行ったり来たりして越えることについて話しているのではありません。彼が話しているのは、偽善、つまり闇の中を生きながら神との交わりを主張することについてです。
光の中を歩むことは、罪がないことを意味しません。罪がなかったのはイエスだけです。聖書における「歩む」とは、関係を指します。「光」とは、認識を指します。
光の中を歩むとは、イエス・キリストとの結びつきを通して神と持つ、意識的な関係のことであり、それは悔い改め、バプテスマ、そして忠実さによって表されます。それは、私たちが罪人であるため、毎日一日一日キリストを必要としているという、継続的な自覚です。
7節に注目してください。私たちが光の中を歩んでいる間、イエスの血が私たちをすべての罪からきよめます。これらは同時に成り立つ現実です。
ヨハネは、「もしあなたが罪を犯すなら」とは言っていません。彼は、「自分が罪人であることを否定するなら」と言っています。キリストを必要としていることを否定するなら、私たちは愚か者であり、偽りを言う者となります。
私たちが自分は罪人であると認め、継続的な憐れみを神に信頼している限り、私たちは光の中を歩んでいます。
恵みは線ではありません。
2. 恵みは温度計ではない
こちらの図のほうが、よりなじみがあるかもしれません。私は、会衆席に座り、説教者が恵みを説明するために温度計を描くのを見ていたことを覚えています。
このようなことです。あなたがこれだけを提供し、神が残りを提供してくださいます。それが恵みです。あなたが2％を提供すれば、神は98％を提供してくださいます。あなたが1％を提供すれば、神は99％を提供してくださいます。
もっともらしく聞こえますが、これは誤った前提に基づいています。つまり、私たちが救いと引き換えに何かを提供し、神が残りを提供するという前提です。
救いに関して、私たちは何も提供しません。ゼロです。
私たちの役割は、信仰によって赦しを受け入れることです。私たちは神に何かを与えるのではなく、何かを受け取るのです。そして、その信仰は悔い改めとバプテスマにおいて表されます。
しかし、交換が行われているのではありません。神は私たちの救いの100％を、無償で恵みによって与えてくださいます。私たちはそれを信仰によって受け取ります。
洗礼において、私たちのキリストとの結びつきが始まり――そして、その結びつきから流れ出る祝福も始まります。
キリストは私たちにとって、知恵、義、聖化、そして贖いとなられます。キリストは十字架上で、その身に私たちの罪を負われました。私たちの罪の償い、すなわち返済は、すべてイエス・キリストによってなされました。
私たちは社会に恩返しすることができます。私たちは他の人々に恩返しすることができます。しかし、神に恩返しすることはできません。
イエスだけができる。
恵みは温度計ではありません。イエスは必要なものをすべて備えてくださいます。
3. 恵みは無料の切符ではない
恵みとは、結果を伴わずに罪を犯す特別な特権だと考える人もいます。まるで神が私たちの仲間であり、肩をすくめて「男の子は男の子さ」と言うかのように。
パウロはローマ人への手紙6章1節でこのことを取り上げています。
では、神がますます私たちを恵み、赦し続けることができるように、私たちは罪を犯し続けるほうがよいのでしょうか。
- ローマ人への手紙 6:1b
そして、彼の答えは？
もちろん、絶対にそんなことはありません。罪に対して死んだのに、どうしてなお罪の中に生きていられるでしょうか。私たちがバプテスマ（洗礼）を受けてキリスト・イエスに結び合わされた時、罪の支配力は打ち破られてしまったのです。
- ローマ人への手紙 6:2
恵みは罪を犯す許可ではありません。それは聖なる生活を送る動機です。
ペテロはこう書いています：
¹⁴ あなたがたは神の子どもなのですから、神に従いなさい。何も知らず、欲望のままに生きた昔の生活に舞い戻ってはいけません。 ¹⁵ かえって、あなたがたを招いてくださったきよい神にならい、あらゆる点できよい者とされなさい。
- ペテロの手紙Ⅰ 1:14a-15
恵みは生ぬるさの言い訳ではありません。世俗的な生き方の言い訳でもありません。教理に無関心であることの言い訳でもありません。
恵みは私たちを従順へと動かします。律法はあなたを罪に定めることができます。あなたを動機づけることができるのは、恵みだけです。
恵みとは何か
旧約聖書では、恵みを表す語には、身をかがめるという意味が含まれています。それは、王が自分より身分の低い人を助けるために身を低くするようなものです。
新約聖書では、この語は喜びに満ちた、寛大な精神、すなわち親切と好意によって自らを表す態度を指します。
恵みとは、次のことを指します：
1. 神のご性質 – 神は恵み深い方です。親切で、寛大で、喜びに満ちています。
1. 神の恵み – 特に救いの恵みです。
神は私たちを滅ぼすこともおできになりました。神は律法による救いを、「完全であれ」と要求することもおできになりました。しかし、そうはなさいませんでした。
彼は恵み深い方なので、イエス・キリストとの結びつきを通して救いを与えてくださいます。それはすべての人の手の届くところにあります。
律法によって救われることは不可能です。
キリストへの信仰によって救われることは可能です――それは、イエスが私たちの救いを勝ち取ってくださったからです。
恵みとは、キリストを通して私たちに示された神の好意です。
行動における恵み
ダビデとバテ・シェバ
ダビデは姦淫を犯し、殺人を企て、嘘をつき、それを隠蔽しました。律法は、彼が死ななければならないと定めていました。しかし、彼が悔い改めたとき、神は彼を赦されました（サムエル記第二 12:13）。ダビデは結果に苦しみましたか。はい。しかし、神は彼の命を助け、彼を赦されました。それが恵みです。
使徒の働きパウロ
パウロはクリスチャンを迫害しました。彼らを牢獄へ引きずって行きました。彼らの死を求めました。回心した後、彼はその被害を取り消すことができたでしょうか。ステパノを生き返らせることができたでしょうか。いいえ。パウロが何をしても、神に償うことはできませんでした。彼が救われたのは、神が彼の罪をイエス・キリストの十字架に負わせられたからです。それが恵みです。
恵みのイメージ
コロサイ人への手紙 2:13-14 は、私たちに生き生きとしたイメージを与えています。神は、私たちに対する負債の証書、すなわち私たちの罪を取り上げ、それを十字架に釘付けにされました。姦淫。嘘。高慢。貪欲。怠惰。不純。神はそれらを十字架に釘付けにされました。
自分の罪を探すために、自分の心を見てはいけません。
自分の過去を見てはいけません。
自分の未来を見てはいけません。
十字架を見なさい。
彼らがいるのはそこです。
だから、キリストを告白し、悔い改め、バプテスマを受け、日々キリストの血に頼っているクリスチャンは、誰でも10点を取るべきです。
感情のためではなく、私たちの罪がイエス・キリストの十字架に釘付けにされたからです。
あなたの最も重い罪――恐れと苦痛を引き起こす罪を思い浮かべてください。それを請求書として思い描いてください。心の中で十字架のもとへ行ってください。ハンマーと釘を手に取ってください。それをそこに釘付けにしてください。イエスが一度限り償いをなさるために、そこに残しておいてください。そして立ち去ってください。二度と戻らないでください。
